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リブセッツ（翼の断面を軸に通して接着する作業）を行う増本さん（左） 神原さん 高校時代に製作した「ペットボトルロケット」

画：美術部（高校） pァン
第74回

夏のインターンシップを実施

　新たな海外・国内でのインターンシップ先を開拓し、８月から
９月にかけて、対面もしくはオンラインでのインターンシップを
実施しました。
　大学では、様々なキャリア支援を実施しており、同インターン
シップにおいても学生の期待や熱意に応え、また、旅行業界、税
理士業界の人財育成の貢献となるべく、企業と連携して実施を
決定しました。キャリア戦略会議委員長の髙橋修一郎外国語学
部准教授から、次のコメントが寄せられました。

　「『学生時代に力を入れたことは何です
か？』これは、就職活動三大質問の一つで
す。コロナ禍、就活生はこの質問に苦慮して
います。年々早期採用が加速し、採用方法は
インターンシップ内定直結型が増加傾向で
す。企業は、優秀な学生を採りたいが、多く
の学生を対面で集めることができない。そ
のため、サマーインターンシップ参加学生か

ら優先選考をしています。学生の参加メリットは『自己理解を
深め、適性適職判断ができる』『意識の高いライバルと出会え
る』『失敗から学ぶ時間的余裕がある』等です。今後も、インタ
ーンシップの学びを最大化する支援に邁進してまいります」

大 学

ひたむき・まえむき・おもむき

旅行会社で企画書を作成する学生たち

加工機の使い方も習得中です。
　高校時代の学びを通じて、増本さん
は「実験中に少しの変化や気づいたこ
とをメモすること、数値結果なども根
気強く記録することの大切さ」や、「分
かりやすくまとめて発表する方法」を
体得しました。「スタイロ（断熱材）スラ
イス」の試作でも「トライアングルの研
究」から学んだことを活かしています。
　後輩には、次のメッセージを寄せました。
「大学では、高校時代から研究をしている
人は周りにあまりいません。研究を行う
工程は、疑問点を持ち仮設を立て実験を
行い記録し、まとめて発表することです。
これは何をするにしても役に立つことで
すから、皆さんも高校時代に研究を精
いっぱい行うことを強くお勧めします」

　増本さんは高校時代に「トライアング
ルに関する研究活動」に取り組み、「サ
イエンスキャッスルTV」や「早稲田理工 
by AERA 2019」（朝日新聞出版）
より取材を受けました。
　大学では、「鳥人間コンテスト」に向け
て活動中で、この夏、所属チームが「鳥人
間コンテスト2021」に出場。増本さん
は、機体の翼部分を製作する翼班に所属
し、機体製作を実施。機体が完成し、飛ん
でいる姿を見た時は大変感動したそうで
す。また、新入部員を増やす目的でチー
ムのTwitterで機体製作の様子を投稿
し、活動を発信しています（Twitter：
@bpwendy2021）。
　現在は、次期会計を担いつつ、CAD
での図面製作の練習に励み、レーザー

トです。また、自分たちでもロケットを製
作。機体の接合部の設計と製作、飛行中
に加速度などを計測するセンサーのプ
ログラミングを担っています。
　後輩には、次のメッセージを寄せま
した。「大学の進学先についてギリギ
リまで悩みましたが、将来やりたいこ
とを見つけ、それを学べる大学に行き
たいと思い、今の大学に決めました。
大学進学や就職は、やりたいこと、興
味のあることなどを見つけると自分の
進路選択の幅が広がり、進路を決めや
すくなると思います。そのために、高
校生の時間のあるうちに、資格取得や
検定だけではなく、校外のイベントに
参加し、たくさんのことを経験してお
くことが大切です」

　神原さんは高校での3年間、「ペット
ボトルロケットの研究」に取り組みまし
た。高校時代に参加した大会では、滞
空時間の延長のミッションを担当し、パ
ラシュートの素材に目をつけ、様々な素
材のパラシュートを用いて落下実験を
行い、素材を決定しました。半年間、チ
ームのメンバーで協力してロケットを作
り上げて打ち上げ、達成感を感じまし
た。この経験がきっかけでロケットに興
味を持ち、宇宙工学系の大学への進学
を決めました。
　現在、神原さんが大学のTA（指導員）
として参加している「ロケットガール＆
ロケットボーイ養成講座」は、参加した
高校生に「ハイブリットロケット」を作っ
てもらい、それを打ち上げるプロジェク

「鳥人間コンテスト」に向けて活動中
増本雛乃さん 工学院大学工学部機械工学科2年（2019年高校卒業）

ロケット製作に夢を乗せて
神原日向さん 千葉工業大学工学部機械電子創成工学科1年（2020年高校卒業）

宮川克広署長（左）と森岡俊也統括ディレクター（右）

東 京 消 防 庁 か ら 感 謝 状 を 受 領

卒 業 生 の 活 躍

　9月5日から11日まで行われた「救急医療週間」に東京消防庁救急部
長から救急業務に貢献したとして、9月10日に本郷消防署長が来校され
感謝状をいただきました。
　これは4年前から大学院保健医療科学研究科の1年生(延べ82名)が、
後期の災害医療学・保健医療学特論の授業の一環として、本郷消防署の
救命講習会を毎年継続して受講している実績が評価されたものです。東
京消防庁からの表彰は3年連続となります。本学では、今後も、地域貢献
につながる活動を実施していきます。

大 学

髙橋准教授

中 高 卒 業 生


